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ま え が き

ここに平成19年度福島県立病院年報を刊行します。

県立病院事業は、矢吹病院、喜多方病院、会津総合病院、宮下病院、南会津病

院及び大野病院の６病院を運営し、地域の一般医療のほか、へき地医療や精神・

結核等の特殊医療を担い、県民医療の確保に努めてきております。

これまで、県立病院においては、「経営改善アクションプログラム」（平成15

年度～18年度）、「福島県病院事業経営改善計画」(平成19年度～21年度）を策定

し、県民への良質な医療の提供と経営の改善に取り組むとともに、平成16年４月

には、経営責任を明確にし、機動的・弾力的な病院経営を可能とするため、地方

公営企業法全部適用へ移行し、経営基盤の確立に向けて全力で取り組んできまし

た。

さらに、平成17年７月には、「県立病院改革実行方策」を策定し、（仮称）会津

統合病院の整備を進めるとともに、平成19年３月末には３病院・１診療所の廃

止・移譲を行い、６病院体制としたところです。

しかしながら、県立病院事業は、少子高齢化などに伴う医療ニーズの多様化、

国の医療費抑制政策、医師不足の深刻化、低迷する経済状況など、大きな環境の

変化により一層厳しさを増しており、平成９年度以降、入院・外来ともに患者数

が前年度を下回るとともに、平成19年度末の累積欠損金は約201億8千万円に膨ら

み、極めて厳しい経営状況となっていることから、「公立病院改革ガイドライ

ン」の趣旨を踏まえ、今後とも地域に必要な医療を安定的かつ継続的に提供して

いくには、県立病院事業の抜本的見直しを行うことが必要不可欠であると判断し、

その道筋を示すため、現在の経営改善計画を修正、発展させた平成21年度を初年

度とする改革プランの策定を行う予定です。

今後も、「親切・信頼・進歩」を基本理念に、時代の変化に対応した県立病院

の役割や機能を果たしながら県民に期待され信頼される県立病院として良質な医

療の提供と健全な経営の実現を目指していきたいと考えております。

この年報は、県立病院の業務内容と経営の状況を統計面から捉えたものであり、

広く県民の皆様に御理解いただくとともに、病院経営資料として御活用いただき、

県立病院発展の一助となれば幸いに存じます。

平成21年3月

福島県病院事業管理者 髙 地 英 夫
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凡       例 
 

1  この年報で県立病院とは、福島県立病院事業の設置等に関する条例（昭和 41 年

条例第 77 号）により設置された病院及び診療所をいう。 

2  この年報の年度は、会計年度である。 

3  病床数とは、医療法の規定に基づき、知事の使用許可を受けた病床数である。延

病床数とは、年度内における毎日の病床数を合計した数である。 

4  入院患者延数とは、年度内における毎日の在院患者を合計した数である。ただし、

人間ドックは含めない。 

5  外来患者延数とは、年度内における毎日の外来患者を合計した数である。ただし、

健康診断は含めない。 

6  １日平均患者数とは、入院患者については年度内の入院患者延数を暦日(平成 19

年度は 366 日）で除した数、外来患者については、年度内の外来患者延数を年間の

実外来診療日数で除した数である。 

  実外来診療日数とは、土・日曜日及びその他休日を除き実際に外来診療を行った

日数で平成 19 年度は 245 日である。 

7  入院、外来患者の病類区分は、一般疾病、結核、感染症及び精神病である。 

8  病床利用率、平均在院日数等は次の算出方法により計算した。 

  

入院延患者数
延 病 床 数

外来患者延数
外来新患者数

診 療 稼 働 額
延 患 者 数

　　　　　入院患者延数
1/2（新入院患者数＋退院患者数）

366 又は 1/2（新入院患者数＋退院患者数）
平均在院日数 　　病床数×病床利用率

病 床 回 転 数 ＝

× 100病 床 利 用 率 ＝

平 均 通 院 日 数 ＝

1人1日当たり診療収入＝

平 均 在 院 日 数 ＝
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9  診療科別患者数は、病院において標榜している診療科で診療を受けた患者の数で

ある。 

10  喫食数とは、患者食、職員食等を行った延数である。 

11  数値は、各単位止まりのものは少数第１位、１位止まりのものは少数第２位、２

位止まりのものは少数第３位で四捨五入したものである。 

   表章記号は次のとおりである。 

     計数なし又はあり得ない場合  － 

     計数不明の場合        ... 

     数値が微少の場合       0.0 

12  以上のほか注記を必要と思われるのは、それぞれの箇所に記載した。 
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